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１．課題の名称等 

研 究 開 発課 題 名 ： 
身体を前額面から快適に保持するための生体追従型身体サポートの

研究開発 

プロジェクトリーダー 

研 究 責 任 者 
： 餘久保 優子（石川県工業試験場）

２．研究開発の目的 

人を安楽な姿勢で保持する方法として、これまで椅子座位など、主に背面から支持する方法がとら

れてきたが、人を前額面から支持する方法については検証が不十分な現状がある。介護現場では「移

乗（ベッドから車いす等への乗り移り）」における負担軽減のため、被介護者を前額面から支持する移

乗機器が用いられているが、これらは臀部が開放されることで排泄介助に適している一方、胸腹部へ

の圧迫が生じやすく、被介護者の快適性に関する課題が指摘されている。そこで本研究において、こ

れらの課題解決に取り組む。本研究成果により、筋力が弱まった方の体幹を前側から支えることが可

能となり、移乗時だけでなく、食事やパソコン作業など、あら ゆる生活動作に生じる前傾姿勢を快適に

支持する方法が導き出される。 

３．研究開発の概要 

3-1. 研究開発の実施概要

本研究では人の体幹を全額面から支持する際に生じる胸腹部等への局所的な圧力や息苦しさを改

善するために、圧力や呼吸運動に応じて張力が変化し、個々の身体形状に適合する生体追従型サポ

ートの研究開発に取り組んだ。社会実装を目標に、安全性向上とコストダウンを図り、さらに介護現場

での課題解決に向けて、それらを搭載した移乗機器を試作した。既存の移乗機器2点と比較検証を行

ったところ、体幹前傾角度が小さいにもかかわらず安定して身体を支えることができ、胸部圧迫に伴う

移乗時の負荷を軽減することが示された。 本研究の目的は計画通りに全 て到達できたが、トイレへ

の排泄を考慮して臀部サポートの追加検討を行った結果、新たな課題が発見された。 

3-2. 今後の展開

社会実装にむけて課題の洗い出しを継続し、解決に取り組 むと共に、本研究成果で得られた筋力

が弱い方の体幹を支持する方法や、研究開発した移乗機器に関して特許出願を行う。 

その後に論文や展示会等で成果を公表し、事業化にむけて技術移転先企業の探索と連携強化を図

る。事業性が見込まれた場合、社会実装にむけて市場競争力を強化するため企業主体で量産化によ

るコストダウンを図ると共に、産学官連携で快適性評価と安全性検証に取り組む。 


